
この時期に秋雨前線？ 

お盆前の8月12日18時に、秋雨前線の停滞によって大雨が降るとの天気予報に

よって自治振興センターに避難所が開設されました。この前線によって、12日未明か

ら 15 日の朝方までまる 3 日間、平成 30 年の西日本豪雨に匹敵する雨が降りました。 

お盆のこの時期にこんなに雨が降るなんて前代未聞のできごとではないでしょうか。 

3年前にはお盆に台風10号が襲来してきて盆祭りを中止した経験があります。今年も

台風9・10・11号の発生から温帯低気圧そして秋雨前線へと気象がおかしくなって

しまいました。長雨の梅雨そして梅雨が上がったと思ったら37度以上の気温が続き、

そして前線の影響による豪雨。地球の天候がおかしくなってしまっています。これは自

然現象ですがその原因は人間の営みによって引き起こされているのではないでしょうか。

温暖化防止活動が叫ばれていますが、人間の欲望に伴う生活環境の変化がこのような異

変に影響しているように思えてなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道314号から見た田黒川 

 

八幡デイホームの様子 

八幡デイホームは川鳥会場と森会場で毎月1回開催 

しています。先月から折り紙に挑戦しています。7月 

は鶴、8月はバラの花です。石田静子さんを講師に迎 

えて折り始めましたが、会員のみなさんかなり苦戦さ 

れていました。指先を使い脳の活性化を図ることで認 

知症予防に大きな効果をもたらすとのことです。根気 

と情熱で最後まで取り組んでおられました。いつの日 

か展示できる機会があればいいなと思っています。 

午後からは、お隣西城町小鳥原のアイスクリーム工 

房「グリーンフィールド西城」を訪ねて冷たいアイス 

に舌鼓を打っていらっしゃいました。 

 

 

  八幡自治振報  

      
 八幡の人口 ７月末日現在 

 750名（男性350名 女性400名）                         

 

元気を出そう八幡 

 

 

 

 

 

 

 

8月14日撮影 

城山橋から見た東城川 

8月14日撮影 



フリーWiFiを設置しました。 

 八幡自治振興センター内に、誰でも自由に利用できる 

フリーWiFiを設置しました。 

 パソコンやスマートフォンなどからいつでも使えます 

ので、ご来館時のインターネット接続にご活用ください。 

接続方法がわからないときは、事務局へお問い合わせく 

ださい。 

SSID：yawata-wifi ／ パスワード：0847740205 

 

昭和初期の小冊子を発見しました 

昭和9年当時、八幡村出身の軍人の方へ慰問の小冊子を製作して送ることがあった

のでしょう。今回は表紙と編集後記を掲載します。 

 

空き缶等を置かないでください。 

八幡小学校閉校に伴い空き缶・瓶のリサイクル活動を現在行っておりません。 

小学校正門付近へ置かないでください。尚、東城小学校のリサイクル活動が秋に実施予

定です。八幡地域では東城小学校八幡通学区の方で行われ、日程他詳細は改めて案内が

あります。 

 

編集後記 

今年のお盆は大雨で避難指示が出されました。一時10名以上の方が避難されました

が全員無事帰宅されました。 

今年のお盆はコロナと大雨でお墓参りする人も少なくひっそりとしたお盆になりまし

た。  

今日の一句： 盆参り コロナと雨で ひっそりと 

ペンネーム：ほーちゃん 
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